
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】正規分布の考え方を理解しよう

□正規分布

　連続型確率変数の分布の代表的なものに，正規分布と呼ばれる分布がある。自然現象や社会現

象の中には，観測される値の分布が正規分布に近いものがあり，このとき正規分布が有効に利用され
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る。

　を実数，を正の実数とする。このとき，関数
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とおくとき，   は連続型確率変数の確率密度関数

となることが知られている。

このとき，は正規分布    に従うといい，

曲線   を正規分布曲線という。
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ここで，は無理数で，その値は である。

正規分布について，次のことが知られている。

　この，を，それぞれ正規分布    の平均，

標準偏差という。正規分布曲線は，次の性質をもつ。
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           

。

□標準正規分布

 

    

  
  

　，を定数とする。確率変数が正規分布    に従うとき， は

正規分布      に従う確率変数であることが知られている。

とくに，  


とおくと，確率変数は正規分布    に従い，
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の確率密度関数は，   






 となる。正規分布    を標準正規分布という。

例）　確率変数が正規分布    に従うとき，

 


 



　　　　　，より，

　　　　　　　確率変数  



　　　　　は標準正規分布    に従う。　
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　正規分布に従う確率変数に対して，確率  などは標準正規分布を利用して求め
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  　            

　        

　のとき

　　　　      

　      

　      

　      

ることができる。まずは，標準正規分布に従う確率変数について，具体的に確率を求める方法を調べ

てみよう。

　標準正規分布    に従う確率変数に対し，確率

     を   で表すとき，   は右の図の斜線の

部分の面積に等しい。いろいろなの値に対する   の値を

表にまとめたものが，正規分布表である。

　この表によると，たとえば

　　        　である。

また，次の等式が成り立つ。（とする）

例１０）          

           

 

               

         

       
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

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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例題６）　確率変数が正規分布    に従うとき，確率     を求めよ。

 


 







     

　　が    に従うとき，  


は    に従う。

　　　のとき  


，

　　　のとき  


　であるから

　　　    

　　　　　    

　　　　　    

　　　　　  

　　　　　 

　　　　　

　また，確率変数が正規分布    に従うとき，その確率について次が成り立つことが知ら

れている。

　　　　　 
       

       

       

……①

であることが知られている。

 



 



 




 



　このことは，たとえばが を満たす確率は約％，

 を満たす確率は約％であることを意味する。

            


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□正規分布の応用

応用例題１）ある県における高校年生の男子の身⾧が，平均，標準偏差の

正規分布に従うものとする。このとき，身⾧が以上以下の生徒は，約何いるか。

考え方　身⾧を， として，  


を考える。

　　　　　　     のとき，％の生徒がいることになる。



 





　　身⾧をとする。確率変数が正規分布    に従うとき，

　　　　  


は標準正規分布    に従う。

　　　　のとき　  






，　

　　　　のとき　  








　　　よって

　　　　         

　　　　　　　　　　　　　　     

　　　　　　　　　　　　　　

　　　したがって，約いる。

問５）応用例題について，次の問いに答えよ。

　　　　    となるの値を求めよ。

　　　　身⾧の高い方からの中に入るのは，何以上の生徒か。

　　　　　　最も小さい整数値で答えよ。



 



　

　　　　    から，であり，

　　　　　　           

　　　　であるから

　　　　　　　　   

　　　　よって　   

　　　　ゆえに，正規分布表から　

　　　　から　    

　　　　よって　　  




　　　　これを解いて　

　　　　したがって，以上の生徒である。
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 

 

 


 


 

 

  

 





  
 




 





  

   

 

  

  

 

 




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




  




  
  



   












 



  



  





 



 
 




  






 

  


   


  

  









   


  




  


 



 


  









 






  





 











   
  

    
  

 

 
 


    


  

  











 




  





        


 




  


   





 


 




  


 



  



 



  


 




  



  

 

  
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
 




  






 
 


 


 




  
 


 












   
 

   







  

 

    

   







  

  




   




   
 






  

  




  
 


  

  


 


 









   


 
 


  

 







  



  




  
 


  




 
 


 





 



   





  







  

     








     










       

    
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    

     

  







  

 

 

      

   


 




   


 




  

  

  

 











  

   

     

       


 








  







  

 

 
     

 
   



   








  

   

   



 

 





  

    




  

 





 

 


   



  

 









     




  












  

        

     

     

   
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